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概要 

【目的と概要】 

本授業では、学習指導（授業）に関する授業案・評価方法を考え実践するうえで基礎となる知識とスキルの獲得を目的とする。具体的には、

教育方法では、重要な 3つの観点（理解・意欲・評価）に関する概念と実践研究を紹介する。授業技術では、授業の計画を立て（plan）、授業

を行い（do）、そして評価する（see）という「授業のデザイン」を基に、各自が作成した指導案を実践する。また、本授業では「アクティブラー

ニング」「ICT」というキーワードから、学習者の主体性や協同性を養うための授業実践のあり方及び、よりよい授業実践の達成に向けた授業

改善（act）を含めた包括的な教育技術の獲得を目的とする。 

アクティブラーニングによる双方向型の授業形態となる。 

到達基準 

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）では、これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するため

に必要な、教育の方法、教育の技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。 

授業内容 

第1回：子どもたちの自尊感情を育む教育方法のあり方 

第2回：主体的・対話的で深い学びが形成される授業観とは 

第3回：協同学習の有効性／他者理解を深める集団づくりに着目して 

第4回：PDCAサイクルを基にした授業デザイン・指導案作成方法を考える 

第5回：ICTの活用・倫理と情報モラルの重要性 

第6回：第1回〜6回に関するまとめ及び、模擬授業に向けたオリエンテーション 

第7回：指導案作成に向けたディスカッション①（NLPを活かした聞く技術の実践） 

第8回：指導案作成に向けたディスカッション②（効果的な板書計画と電子黒板の利用方法） 

第9回：指導案作成に向けたディスカッション③（活用できるルーブリック表を考える） 

第10回：指導案作成に向けたディスカッション④（自尊感情を育む授業観を磨く） 

第11回：第7回〜10回を基にした指導案の作成①（授業のねらいと内容及び学習評価の検討） 

第12回：第7回〜10回を基にした指導案の作成②（教材開発及び授業観の検討） 

第13回：第11回・12回を踏まえたワールドカフェ方式による模擬授業の実践①（教員講評） 

第14回：第11回・12回を踏まえたワールドカフェ方式による模擬授業の実践②（改善授業） 

第15回：模擬授業の振り返り（自己・他者評価の実施）及び、定期試験 

履修条件・関連項目 

教職科目（教育の基礎的理解に関する科目等）となります。 

配布したプリント等を参考にして、本学の標準時間数に順ずる予習と復習を行うこと。 

テキスト・教科書 

特になし。適宜プリントを配布する。 

参考書 

中学校学習指導要領．高等学校学習指導要領．生徒指導提要 

成績評価の方法 

平常点評価（30％）（課題レポート、授業での積極的な発言、グループディスカッション等での発言など積極性を評価する） 

定期試験評価（70%） 

試験を受けることが出来るのは、2/3以上の出席が必要 

教員からの一言 
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